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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  令和３年１１月１０日（水） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

３．農業委員  １１名中９名出席し、その氏名は次のとおり 

太 田   修  尾 上 昭 則  藤 原 和 正    

小 林 桂 治  石 黒 五 月     

  藤 原 由 果  大 森 茂 利 

  出 射   實  久 山 英 之 

  欠席委員 

  宮 本 英 美 由 喜 門  尊 

 

 

４．議事に参与した者 

事務局長 服部 博昭 

事 務 局  青木 潔 

  事 務 局 坂本 隆也 

 

５．議事内容 

  報告事項  農地法許可に係る専決処分について 

  第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第５条許可申請について 

第３号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

 

 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより令和３年度瀬戸内市農業委員会、第

８回の総会を始めさせていただきます。それでは開会にあたりまして、

藤原会長よりごあいさつを申し上げます。 

議長 (会長 )  おはようございます。少しずつ寒くなり、週末にかけて更に寒くなる

そうです。お体に皆様お気を付けてください。それでは、本日も複数

案件がございますので、皆様の適正な審査、ご意見のほどよろしくお

願いします。 

事 務 局 長 ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１１名

のうち９名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第７条に

より、この総会が成立していることをご報告いたします。以降の議事

の進行につきましては藤原会長よろしくお願いします。 

議    長  それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日の 

署名委員さんに藤原委員、出射委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。まず、報告事項、農地法

許可に係る専決処分について、事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 それでは、議案資料の１頁目をご覧ください。農地法許可に係る専決

処分についてでございます。令和３年度瀬戸内市農業委員会第７回総

会で転用許可と議決されました、下記案件について、令和３年１０月

２５日付けで瀬戸内市長より開発許可が下りたので指令書の交付をし

ておりますことを報告したものとなっております。以上で事務局から

の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。ただ今の報告事項につきまして何か

ご意見、ご質問がございましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

議    長 それでは、ご意見がないようですので、この件につきましては、報告

承認とさせていただきます。続きまして、第１号議案、農地法第３条

許可申請について、事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 それでは、議案資料の２～４頁目をご覧ください。農地法第３条許可

申請 についてでございます。 

【１番案件】 

        譲受人「牛窓町長浜■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■■■■

■■」。譲渡人「岡山県岡山市■■■■■■■■■■■■■■■■■

■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所在地は「牛窓町長浜６８

６５－２０」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は９２２㎡。

譲受人の農地までの距離は３００ｍ。耕作面積は１３，５４０㎡とな

っております。家族数及び耕作者数はいづれも５名。取得の理由は
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「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。

なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人が耕作を行っている農地についての所

有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総

合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務

局と担当委員の森部委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等

を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「邑久町山手■■■■■■ ■■ ■■ ■■」。譲渡人「岡

山県岡山市■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■

■■」。農地の所在地は「邑久町山手１９８２－１」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は３４８㎡。「邑久町山手１９８２－２」。

登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は４５㎡。「邑久町山手１９

８２－３」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は１６６㎡。譲

受人の農地までの距離は５００ｍ。耕作面積は２３３，３８２．３６

㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも２名。取得の理

由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので

す。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 
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        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の大河原委員で現地調査

を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

【３番案件】 

        譲受人「邑久町豆田■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡

人「東京都江戸川区■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■ ■■

■ ■■■」。農地の所在地は「邑久町豆田 ６１９－１」。登記、

現況地目はいずれも「田」。面積は２６７㎡。譲受人の農地までの距

離は２００ｍ。耕作面積は５，２４８㎡となっております。家族数及

び耕作者数はいづれも５名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡

理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるも

ので１０ａあたり■ ■となっております。続いて、譲渡人「長船町

福岡■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所在地は

「長船町福岡１４９４－２」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面

積は２７１㎡。取得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手

方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあ

たり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 
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        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、共有名義分の持ち分移転によるもの及び譲受

人が今後管理等を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないもの

と考えられます。なお、事務局と担当委員の佐藤・山本委員で現地調

査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【４番案件】 

        譲受人「邑久町北池■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲渡

人「邑久町北池■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の

所在地は「邑久町北池２３１」。登記、現況地目はいずれも「田」。

面積は１，０７１㎡「邑久町北池２４７」。登記、現況地目はいずれ

も「田」。面積は１，２８９㎡。譲渡人「邑久町北池■■■■■ ■

■ ■ ■■■ ■■」。農地の所在地は「邑久町北池２４５」。登

記、現況地目はいずれも「田」。面積は３６２㎡。譲渡人「邑久町北

池■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所在地は「邑久

町北池２４６」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１，１５

１㎡。譲受人の農地までの距離は５００ｍ。耕作面積は３１，８７９

㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも２名。取得の理

由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので

す。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 
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        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲受人が耕作を行っている農地についての所

有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総

合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務

局と担当委員の吉田委員で現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等

を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【５番案件】 

        譲受人「邑久町虫明■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「岡山県岡山市■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■

■ ■■■ ■■■■■■」。農地の所在地は「邑久町虫明５２８２

－４６」。登記地目は「畑」、現況地目はいずれも「樹園地」。面積

は１,２４０㎡。「邑久町虫明５２８２－５０」。登記地目は「畑」、

現況地目はいずれも「樹園地」。面積は１,５９９㎡。「邑久町虫明５

２８２－１０５」。登記地目は「畑」、現況地目はいずれも「樹園

地」。面積は４０２㎡。「邑久町虫明５２８２－１０６」。登記地目

は「畑」、現況地目はいずれも「樹園地」。面積は１,２６２㎡。「邑

久町虫明５２８２－１１７」。登記地目は「畑」、現況地目はいずれ

も「樹園地」。面積は２，６５７㎡。「邑久町虫明５２８２－１１

９」。登記地目は「畑」、現況地目はいずれも「樹園地」。面積は８

６７㎡。「邑久町虫明５２８２－１２０」。登記地目は「畑」、現況

地目はいずれも「樹園地」。面積は７８９㎡。「邑久町虫明５２８２

－１２２」。登記地目は「畑」、現況地目はいずれも「樹園地」。面

積は１,０２２㎡。譲受人の農地までの距離は３,０００ｍ。耕作面積

は９，５７９㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも２

名。取得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」

によるものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■

となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 
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        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の金居委員で現地調査を

行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【６番案件】 

        譲受人「長船町磯上■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「岡山県備前市■■■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。

農地の所在地は「長船町磯上２１１４」。登記、現況地目はいずれも

「畑」。面積は２４５㎡。「長船町磯上２６２５－２」。登記、現況

地目はいずれも「畑」。面積は４３２㎡。「長船町磯上２６３９－

１」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は４５３㎡。譲受人の

農地までの距離は３００ｍ。耕作面積は８０，５７５㎡となっており

ます。家族数及び耕作者数はいづれも３名。取得の理由は「贈与」に

よるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有

権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 
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        第２項第７号について、譲渡人による継続的な耕作不可能のため譲受

人が代わりに耕作を行う旨の所有権移転。本件の権利取得により周辺

の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないも

のと考えられます。なお、事務局と担当委員の安木委員で現地調査を

行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【７番案件】 

        譲受人「長船町福岡■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。譲

渡人「長船町福岡■■■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」「長船町

福岡■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」「邑久町豆田■■■

■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」「長船町福岡■■■■■■ ■■ 

■ ■■■ ■■」「邑久町豆田■■■■■ ■■ ■■ ■■■ 

■■」「東京都江戸川区■■■■■■■■■■■■■■ ■■ ■ 

■■■ ■■■」。農地の所在地は「長船町福岡１３９１－１」。登

記、現況地目はいずれも「畑」。面積は３４０㎡「長船町福岡１３９

１－２」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は３１１㎡「長船

町福岡１３９４－１」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は１，

２３５㎡「長船町福岡１３９２－１」。登記、現況地目はいずれも

「畑」。面積は７２２㎡「長船町福岡１３９３－１」。登記、現況地

目はいずれも「畑」。面積は６０３㎡「長船町福岡１３９４－２」。

登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は１７４㎡「長船町福岡１３

９６」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は３９１㎡。譲受人

の農地までの距離は２００ｍ。耕作面積は１３，３８９㎡となってお

ります。家族数及び耕作者数はいづれも３名。取得の理由は「贈与」

によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所

有権移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■■」さんは、経営農地を

全て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕

作の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれ

ます。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 
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        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人の高齢化による継続的な耕作及び管理

が不可能による所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業

上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられ

ます。なお、事務局と担当委員の山本委員で現地調査を行い、周辺の

農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【８番案件】 

        譲受人「長船町福岡■■■■ ■■ ■ ■■■ ■■」。譲渡人

「長船町福岡■■■■■■ ■■ ■■ ■■■ ■■」。農地の所

在地は「長船町福岡 １４９３」。登記、現況地目はいずれも「畑」。

面積は１９８㎡。譲受人の農地までの距離は２００ｍ。耕作面積は１

１，１９９㎡となっております。家族数及び耕作者数はいづれも６名。

取得の理由は「贈与」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によ

るものです。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■ ■とな

っております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■ ■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、譲渡人の高齢化による継続的な耕作及び管理

が不可能による所有権移転。本件の権利取得により周辺の農地の農業

上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考えられ

ます。なお、事務局と担当委員の山本委員で現地調査を行い、周辺の

農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 
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以上、事務局から第１号議案の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、本来であれば、担当委

員さんのご意見を伺うところではありますが、規模縮小により、推進

委員の出席を控えていただいておりますので、事務局より各担当委員

から聞き取った内容を代読してもらいます。それでは、１番案件から

順に説明をお願いします。 

事 務 局  １番案件についてご説明します。地権者は以前より譲受人にお願いして

耕作を行っており、自身が高齢となったことも踏まえ所有権移転を行

うこととなったそうです。譲受人についても長年耕作を行っている人

のため特に問題ありません。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ２番案件についてご説明します。地権者は現在耕作しておらず、市外

に住んでいることから今後も耕作を行う予定はないため、この度譲受

人に譲ることとなりました。譲受人も家族で農業を行っていることも

あり、特に問題ありません。よろしくお願いします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、３番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ３番案件についてご説明します。１つ目が、譲渡人は申請土地の共有

名義者であり、現在東京に住んでいます。そのため、今後の事も考え、

共有持ち分を移転することで話がまとまりました。特に問題はありま

せん。そして２つ目が、今後耕作を行っていく上で効率が良くなる形

で所有権移転をおこなっているそうです。譲受人も家族で耕作を継続

して行っているかたのため特に問題ないと思います。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、４番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ４番案件についてご説明します。申請地の一部は以前より譲受人が借

りて耕作を行っておりこの度、所有権移転し引き続き耕作を行うこと

となりました。残りは水はけが悪かったり等の影響で耕作放棄地とな

っているため、加工用のブドウ栽培を行う目的で所有権移転するそう

です。耕作放棄地もなくなるため、特に問題ないと思います。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、５番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ５番案件についてご説明します。申請地は譲渡人がこれまでミカン畑

を行っていたが、今後は栽培をしないということになったため、近隣

で耕作を行っている譲受人に相談したところ代わりに耕作を行ってく

れることとなりました。譲受人は申請地付近で耕作を継続的に行って

いる方のため特に問題ありません。 
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議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、６番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ６番案件についてご説明します。譲渡人は市外に住んでおり相続によ

り農地を取得したが、今後耕作を行っていく予定も無いことから、大

規模で農業を営んでいる譲受人に譲ることで話がまとまりました。特

に問題ありません。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、７番案件について、お

願いします。 

事 務 局   ７・８番案件についてご説明します。今回申請した譲渡人の大多数が

高齢であり、今後耕作や管理を行って行くことが困難な方で、譲受人

に集積することでまとめて管理していくことで話がまとまったそうで

す。残りの方は今後耕作を行っていく上で効率が良くなる形で所有権

移転をおこなっているそうです。譲受人も家族で耕作を継続して行っ

ているかたのため特に問題ないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見の代

読は終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請、１番案件から８番案件に

ついて、許可に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第２号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事 務 局  それでは議案資料５頁目をご覧ください。第２号議案農地法第５条許

可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  譲受人「岡山県岡山市南区浦安本町３２番地５ 物流業 ロジックイ

ノベーション株式会社 代表取締役 水元 英二」。譲渡人「牛窓町

長浜■■■■■■ ■■■■■■■ ■■ ■■」。土地の所在地は

「牛窓町長浜 ２４８８－１」。地目は「田」。面積は４７７㎡。転

用目的は「露天駐車場」。農地区分は第２種農地で１０ａあたりの収

量は米４５０ｋｇとなっております。資金は、■ ■となっておりま

す。隣地への被害はありません。なお、所有移転によるもので１０ａ

あたり■ ■となっております。また、農用地区域外農地であります。

資料７ページをご覧ください。ヤマト運輸邑久センターより北西へ約

１５０ｍところに位置しております。 
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【２番案件】 

  借人「邑久町尾張■■■■■ ■■■ ■■■■ ■■ ■■ ■■

■■■」。貸人「邑久町尾張■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土

地の所在地は「邑久町尾張 ９０－７」。地目は「田」。面積は２

９５㎡。転用目的は「一般住宅」。施設の概要は「２階建て １棟 

９６．６１㎡」建ぺい率は「３２．７０％。」農地区分は第２種農

地で１０ａあたりの収量は米４２０ｋｇとなっております。資金は、

■ ■となっております。隣地への被害はありません。なお、使用

貸借権設定によるもので１０ａあたり■ ■となっております。ま

た、農用地区域外農地であります。資料８ページをご覧ください。

ハローズ邑久店より北西へ約１５０ｍところに位置しております。 

【３番案件】 

  借人「邑久町山田庄■■■■■■ ■■■ ■■ ■■」。貸人「邑

久町山田庄■■■■■ ■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「邑久

町山田庄 １９１－２」。地目は「田」。面積は４５５㎡。「邑久町

山田庄 １９１－４」。地目は「畑」。面積は３５㎡。転用目的は

「一般住宅」。施設の概要は「２階建て １棟 ７５．９５㎡、カー

ポート 1棟 ３５．５３㎡」建ぺい率は「２２．７０％。」農地区

分は第３種農地で１０ａあたりの収量は米４２０ｋｇとなっておりま

す。資金は、■ ■となっております。隣地への被害はありません。

なお、使用貸借権設定によるもので１０ａあたり■ ■となっており

ます。また、農用地区域外農地であります。資料９ページをご覧くだ

さい。邑久駅より東へ約７０ｍところに位置しております。 

【４番案件】 

  譲受人「長船町土師■■■■■ ■■ ■■ ■■ 」。譲渡人「岡

山県備前市■■■■■■■■ ■■ ■■ ■」。土地の所在地は

「長船町土師 ６７５－３」。地目は「畑」。面積は７３㎡。転用目

的は「車庫」。施設の概要は「車庫 １棟 ３８．６４㎡」農地区分

は第２種農地で普通畑となっております。隣地への被害はありません。

なお、所有移転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。

また、農用地区域外農地であり、追認案件となっております。資料１

０ページをご覧ください。長船支所より南東へ約２３０ｍところに位

置しております。 

【５番案件】 

  譲受人「岡山県倉敷市真備町箭田８６２番地１２ 建設業 株式会社

カザケン 代表取締役 田村 謙治」。譲渡人「長船町服部■■■■

■ ■■■■■■ ■■ ■■」。土地の所在地は「長船町服部 ６

０９－１」。地目は「田」。面積は８１７㎡。転用目的は「建売分譲
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住宅」。施設の概要は「２階建て １棟 ２４３．２３㎡」建ぺい率

は「３２．００％。」農地区分は第２種農地で１０ａあたりの収量は

米３６０ｋｇとなっております。資金は、■ ■となっております。

隣地への被害はありません。なお、所有移転によるもので１０ａあた

り■ ■となっております。また、農用地区域外農地であります。資

料１１ページをご覧ください。ハローズ長船店より南東へ約３００ｍ

ところに位置しております。 

【６番案件】 

  譲受人「長船町土師■■■■■■ ■■■■■■ ■■■ ■■ 

■。」譲渡人「岡山県備前市■■■■■■■■■ ■■■ ■■ 

■」。土地の所在地は「長船町長船 １００３－１」。地目は「畑」。

面積は３６４㎡。転用目的は「一般住宅」。施設の概要は「２階建て 

１棟 ６０．２４㎡、倉庫 １棟 ２３．２２㎡」建ぺい率は「２２．

９０％。」農地区分は第２種農地で普通畑となっております。資金は、

■ ■となっております。隣地への被害はありません。なお、所有移

転によるもので１０ａあたり■ ■となっております。また、農用地

区域外農地であります。資料１２ページをご覧ください。備前長船刀

剣博物館より北へ約１００ｍところに位置しております。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、担当委員さんのご意見を事務局より代読します。１番案件に

ついて、お願いします。 

事  務  局  １番案件についてご説明します。申請地付近の農地は現在ほとんど耕

作しておらず、申請地についても今後耕作を行う見込もありません。

この度、近接地で事業を行うロジックイノベーションが既存の駐車場

だけでは従業員、来客用の駐車場のスペースが不足していることを受

け、譲り渡すこととなりました。周辺の農地に対する影響もありませ

ん。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、２番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ２番案件についてご説明します。譲受人は現在実家で両親と同居して

おりますが、この度結婚し家財道具等も増えたことにより、新築住宅

を建てる計画となったそうです。申請地付近には公共施設や商業施設

等が点在しているため、将来のことも考えこの申請地を選んだとのこ

とです。近接地の農地にも特に影響はなく、排水等にも問題がないの

でよろしくお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、３番案件について、お願い

します。 
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事  務  局  ３番案件についてご説明します。申請地はこれまで譲渡人が荒れない

ように管理してきたが、高齢となり、管理も出来ず耕作放棄地となっ

てしまいました。この度、譲受人である孫が新築住宅を建てる計画が

浮上し、土地を貸すことになりました。排水や隣地についても問題の

ない計画となっていましたので特に問題もないと思います。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、４番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ４番案件についてご説明します。今回の申請地は十数年前より既に倉

庫が建築されてしまっている案件ですが、この度、資産整理を行って

いる際に、農地転用の申請が必要だったことが初めてわかったそうで

す。後出しのようになりますが、排水や近隣農地にもこれまで影響が

でていないので特に問題ないと思います。よろしくお願いします。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、５番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ５番案件についてご説明します。現在申請地は休耕田となっており、

譲渡人も今後管理自体が難しいとのことです。この度、長船駅からも

近く、周辺地域も宅地化が進んでいる申請地に建売分譲住宅を建てる

こととなりました。町内の承諾や隣地、排水関係についても問題ない

ので大丈夫だと思います。よろしくお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。続いて、６番案件について、お願い

します。 

事  務  局  ６番案件についてご説明します。譲渡人と譲受人は親子関係にあり、

譲受人が実家に帰り、新築住宅を建てるとのこと。隣地や排水等にも

問題ありません。よろしくお願いします。 

議    長   はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見の代

読は終わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第２号議案農地法第５条許可申請、１番案件から６番案件に

ついて、許可に賛成の方、挙手願います。 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

   続きまして、第３号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用

集積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお願

いします。 

事  務  局   それでは第３号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画についてご説明いたします。議案資料６頁目をご覧ください。 
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いて議案書をもとに朗読】 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長   はい、ただ今の第３号議案につきまして何かご意見、ご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

  ご意見ないようですので、第３号議案につきまして、承認とさせてい

ただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お願

いします。 

事  務  局   まず、今後の総会の予定を申し上げます。１２月の通常総会について

は１２月２日木曜日に瀬戸内市役所 ２階大会議室で開催予定となっ

ております。令和４年１月の通常総会につきましては、１月１２日水

曜日に瀬戸内市役所 ２階大会議室で開催予定となっております。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。 

それではご意見もないようですので、これをもちまして、令和３年度

１１月の総会を閉会とさせて頂きます。 

ありがとうございました。 

 

（午前１０時００分 閉会） 

 

 

 

 

 

上記議事録を作成し、その相違ないことを証するためここに署名押印

する。 

 

令和３年１１月１０日 

 

議   長    

 

署 名 委 員    

 

署 名 委 員    

 


